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トンネル効果 についての一研 究(2)

遮蔽中の運動方向の変化

小 松 英 海

AStudy of the Tunnel Effect(2)

     The Moving Object Changes Its Direction During Occlusion

Hidemi KOMATSU

Summary Michotte et al.(1964)studied the tunnel effect in detail. When a

moving object was occluded by an opaque still object for a while， the moving

object's identity was maintained. Even when the first object was white and the

second object was red， the object identity was maintained. The moving object's

identity is very strong.

  Komatsu(2000)reported the situation that it was easy to destroy the moving

object's identity. In the condition that as soon as the whole of moving object was

occluded by a black still object， a moving gray object appeared in front of the still

object， some observers perceived that the moving object before occlusion was

different from the moving object after occlusion. But in there， all objects were the

same size， and when the occluded moving object appeared in front of the still

object， it always appeared at the same place and then went straight. If the still

object is bigger than the moving object， nobody can expect where the occluded

moving object appears again， and then which direction it goes.

  In this study， first， I examined the effect of the size of the still object on the

moving object's identity. I found that when the still object was bigger than a

moving object， more subjects perceived that the moving object before occlusion

was different from the moving object after occlusion.

  Next， I examined the effect of the difference of the moving object's direction on

the moving object's identity. In the condition that after the whole of moving object

occluded by the still object， it appeared at g places and then went to 4 directions，

even the moving object went straight， more subjects perceived that the moving

object before occlusion was different from the moving object after occlusion.
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motion continuity

序論

 直 進 して いる対 象が，別 の静止対象 に よって，一 定時間遮蔽 され る場 合， ある条件 下 では，

遮 蔽 中 も 同一 対 象 の 運 動 が 知 覚 さ れ 続 け る こ とが トン ネ ル効 果 と して 知 られ て い る。

Michotteら は この 現象 を ア モーダ ル完 結 の一 つ と位 置 づ け て詳 細 に研 究 した(Michotte，

Thines， and Crabbe，1964)。 ア モ ーダル完結 とは， あ る対象 が別の対象 に隠 され ていて も， そ

の全体像 が知覚 され る現象 を指 し， いかな る感覚 モダ リテ ィに よって も確 かめ る ことので きな

い種類 の知覚的 な存 在で ある。 その存在 が想像 され るだ けで な く実際 にそ う 「見 え る」 の であ

る(Kanizsa，1985参 照)。 トンネル効果 の場 合，時系 列上 のアモ ーダル完 結 とい うことにな る。

遮蔽前 と後 の対象 は同一 の もので あ り，遮蔽 中 もその運動対象 が知覚 され，そ の運動 も連続 し

て知覚 され る。Michotteは ， それを実験 現象学 に よ り明 らかに した。実験 現象学 につ いては，

境 ・古崎(1999)お よ びVicario(1993)に 詳 しいので， ここで は， Michotteに 限 って述べ る

が， その実験 スタイル は 「実験 が適切 にデザ インされて いれ ぽ，被験者 の言語報告 は知覚的 な

体制化 の確 か な指標 となる」 とい うものであ った(Thines，1991)。

 こ の運 動対 象 の同一性 ・連 続 性の知 覚 は多 くの条件 の影 響 を受 け るが，遮 蔽対 象 の大 き さ

(ト ンネル の長 さ)と 運動 対象が遮蔽対 象 に隠 され てい る時間(entrance-exit interval， E-E

interval)， そ して運 動速 度 が 主 要 な条 件 と してあ げ られ て い る(Michotte， Thines， and

Crabb6，1964)。 遮 蔽対 象の大 きさとE-E interva1の 関 係， そ して速度 の条件が適切 ならば，

遮蔽前 は 白，遮蔽後 は赤 とい うよ うに，運 動対象 の色が変わ って いて もこの対象 の同一性 は保

持 され ることが知 られ ている(Michotte， Thines， and Crabbe，1964)。

 運 動対 象の大 き さが連続的 に変化す る場 合，対 象の同一性 と運 動 の連続 性のみ な らず，変化

の連続性 もある条 件の範囲 内で保持 され る。 変化 の連 続性が保 持 され な くなる と運動対 象 は遮

蔽前後 で運 動方 向を変 える よ うに知覚 され る(山 田 ・増 田，1991)。

 運 動対 象が静止対 象の左上 で隠れ て，右 下 か ら現 れ るよ うに，遮蔽 され始め る位置 と再 び現

れ る位置 が垂直方 向でずれ てい る場合，遮 蔽中 に運 動対象 の運 動軌道 が曲が って移動 す るよ う

に知覚 され る。(Michotte， Thines， and Crabb61964)。

 小 松(2000)に お いて，運動対 象がす べて覆わ れた直後 にその遮蔽対 象の前 に運動 対象 が出

現す る とき，遮蔽前 の対象 と遮蔽 後の対象 が別 の対 象 と して知 覚 され る ことが ある ことを見 い

だ した。 小松(2000)で は ，静止 対象 と運動 対象 が同 じ大 き さで あ った。Crabbeが 運 動対 象

と静止対 象が ほぼ同 じ大 きさの事態で，運動 対象 の停 止の 印象 につ いて遮蔽 され て る場 合 とそ

うで ない場 合 の比較 を行 ってい る。そ の結 果 によれぽ，遮蔽 されて いる場 合 には，何 もない場

合 に比べ て，長 い時 間を隔 てて第2の 運動 フ ェイズが始 ま らなけれ ぽ，停 止の 印象 が得 られ な

い(Michotte， Thines， and Crabbe，1964)。

 遮 蔽対 象 と被遮蔽対 象が 同 じ大 きさ とい う事態 はやや特殊 であ るとも考 えられ るので， この
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論文では，まず実験1で ，静止対象の大 きさを変えることにより，対象の同一性にどのように

影響す るかを検証する。続いて，実験2で ，静止対象が運動対象よりも大 きい場合に，運動対

象の出現位置 と運動方向を変 えることにより，対象の同一性にどのような影響を与えるかを検

証する。

実験1

 目的

 小松(2000)に おいて，運動対象がすべて静止対象に隠れた後にその遮蔽対象の前に運動対

象が出現す る事態で対象の同一性について検証 したが，その とき運動対象 と静止対象の大 きさ

が同じであったが，本研究の実験1で は，静止対象の大 きさが運動対象と異なる場合に，運動

対象の同一性にどのように影響す るかを検証す る。

 方 法

 装 置及び提示パ ターン

 提 示 パ ター ソはMacintosh Quadra 700(Apple Computer社 製)上 でMacroMedia Direc-

tor 4.0.4J1(MacroMedia社 製)で 制御 し，24イ ンチCRTデ ィス プ レイ(Barco社 製)に

提示 した。

 運 動 対象(約7cd/m2)は 一 辺 が32 mm， 静 止対象(約1cd/m2)は 一 辺 が16・32・48・64・

80mmの 正 方 形 であ る。背 景 は512 mm×384 mmと す る。静止 対象 が運動対 象 よ り大 きい場 合 と

小 さい場 合 の例 をFig.1に 示 す 。静止対象 の一辺 が16 mmの 場 合，運動対 象 よ りも小 さいので，

運動対 象が静止対 象に完全 に遮蔽 され る ことはない。

 運 動 方 向 は45.と す る。運動 対 象 の右下 の頂 点 と静止 対 象 の左上 の頂 点 を結 ぶ距 離 を16・

32・48mmと す る。運動 対象 と静止対 象 の中央 が一致 した ところで運 動対象 が静止対象 の前 に出

て くる条件 とそ うでない条件 を設 け る。運動対 象の速度 は64mm/sec(30フ レ ーム/秒)で あ る。

臥

＼

      (a)             (b)

Fig.1. The diagrams of moving pattern in Experiment 1.

   (a)Astill object is bigger than a moving object.

   (b)Astill object is smaller than a moving object.
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Fig.1に 静止対象が運動対象 より大 きい場合 と小さい場合 に，運動対象が静止対象の手前に

現れる例を図示 した。

 手続き

 被験者は10名 である。観察は暗室で行われた。観察時間に制限は特 に設 けない。観察距離

は60cmで ある。各被験者は30試 行を行 う。

 静止対象を通過す る前 と後で運動対象が同じものなのか，別のものなのか，同じ対象が変化

しているように見えるのかを中心に知覚内容を被験者は言語および図で筆記する。

 結果

 Fig.2に 静止対象を通過す る前 と後の運動対象が別対象として知覚 された とい う報告者数

を示す。運動対象が静止対象の背後を通過する場合は，運動対象の同一性は保たれた。運動対

象の中心が静止対象の中心 と重なった瞬間に運動対象が静止対象の手前に現れ る条件でも，基

   10
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Fig.2. The number of reports that the moving object before occlusion is different from

    it after occlusion.

    (a)The moving object passes behind the still object.

    (b)The moving object appears in front of the still object.
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本的には同じ対象 として知覚 されることが多いが，静止対象が運動対象よりも大 きい場合，別

対象 として知覚されるとい う報告が増えた。静止対象が運動対象よりも小さい場合は，もちろ

ん，運動対象の全体が遮蔽されることがな く，運動対象の同一性が保たれた。同じ対象ではあ

るが，静止対象通過前と後では何か変化 しているとい う報告は，運動対象の中心が静止対象の

中心 と重なった瞬間に運動対象が静止対象の手前に現れる条件で，わずかに見 られた。移動距

離に関 してはこの条件では，はっきりした傾 向は見 られなかった。

実験 2-a

 目的

 実験1で は，静止対象の大 きさを変化 させた。運動対象は静止対象の左上から右下へ動き，

静止対象の中央部分で手前に出現していたが，静止対象が運動対象より大きい場合，静止対象

上 の別の位置に出現す る可能性 もある。Michotteら(1964)の ように運動対象が静止対象の

背後を通過 して，進入位置 と出現位置がずれている場合は，遮蔽中に運動対象の運動軌道が曲

がって移動するように知覚されていた。 しかし小松(2000)で は，運動対象が静止対象の手前

に現れる場合には，それだけで運動対象が遮蔽前後で別の対象として知覚されている。そのよ

うな場合，遮蔽前の運動と連続性のない位置に運動対象が現れ，そ して運動方向が遮蔽前 と後

で変わったならば，別対象に知覚されることが増えるとも考 えられる。そこで実験2で は，運

動対象の遮蔽後の出現位置 と出現後の運動方向の変化が運動対象の遮蔽前後での対象の同一性

に及ぼす影響を検証す る。

 まず，実験2-aで は，運動対象が静止対象の背後を通過する事態の トンネル効果で運動対

象の同一性が保たれ る遮蔽時間を確かめる。

 方法

 提示パターン及び装置

 運動対象(7cd/m2)は 一辺が32 mm，静止対象(1cd/m2)は 一辺が96 mmの 正方形であ

る。運動方向は45.と す る。運動対象の右下の頂点 と静止

対象の左上の頂点を結ぶ距離を約44mmと する。運動対象の

全体が静止対象の背後に消えてから，再び動 き出すまでの時

間を0・1・2・4秒 とする。再 び動 き出す位置 は静止対象を

9分 割 した正方形に設定する(後 述す る実験2-bに おいて

運動対象 はこの9ヶ 所 の位置のいずれかか ら出現す る)。

Fig.3に 出現位置の例を示す。水平方向に3分 割 し，それ

ぞれを左 ・中 ・右とし，垂直方向にも3分 割 し，それぞれを

上 ・中 ・下 とす ると，例 えぽ，垂直方向で真ん中の左の位置

は 「中左」，下の右の位置 は 「下右」 と表す こととす る。こ

上左 上中
一 一 鴨 一6・

中左 中中

下左 下中

上右

中右

下右

Fig.3. The positions of

   restart in Experi-
   ment 2-a.
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の実験の場合，運動対象の再始動は静止対象の背後で行われる。再始動位置が違 っても，運動

対象が静止対象の後ろから現れ始める位置が同じになる組み合わせが5種 類あ り，再始動まで

の時間が同じで も，遮蔽されている間に動いている時間があるので，遮蔽時間に違いが生 じる。

装置は実験1と 同じである。

 手続 き

 被験者は5名 である。各被験者は36試 行(再 始動までの時間4条 件 ×再始動位置9条 件)

を4セ ット観察する。暗室で観察 し，観察距離は60cmで ある。運動対象が10往 復する間観察

し，静止対象を通過する前後での運動対象の同一性，運動対象の軌道などについて被験者は筆

記する。

 結果

 Fig.4に 運動対象の全体が静止対象の背後に消えてか ら，再び動 き出す までの時間別の同

一対象報告率を示す。各再始動までの時間の各再始動位置につ き20試 行中の報告率である。

再始動までの時間が0秒 と4秒 ではどの位置でも遮蔽前後の対象が別の対象として知覚されや

すい。2秒 の場合に対象の同一性がもっとも保たれているが，「下左」で再始動する場合に，

別対象の知覚がやや多い。1秒 の場合には，2秒 の場合よりも別対象の知覚の報告率がやや高

い位置 もあるが，それでも，いずれの位置でも，対象の同一性が保たれやすい。

 Table 1に 運動対象の全体が静止対象の背後に消えてから，再び動 き出すまでの時間ごとに

再始動位置別の被験者の記述例を示す。

 0秒 の場合，下側 と出口側の再始動位置(出 口側)で は，運動対象の全体が完全に消えた瞬

間に静止対象の背後から(第2の)運 動対象が現れる。消失から出現までの時間が早す ぎて別

対象 として知覚されることが多い。2つ めの運動対象は 「追われている」 ように知覚された り

するように速い印象がある。同じ対象 として知覚 される場合でも 「ワープ」つま り瞬間移動 し

ている，もしくは静止対象の背後で加速 して移動 しているように知覚 されている。そのように

  1

 0.9

 0.8

 0.7

墾o・6

墨o・5
 0.4

 0.3

 0.2

 0.1

  0

●、 ∠
k

 丿 b、
'メ 丿
r へ

＼ ＼ ＼● メ ニ. .，.   」、

量冫彡頑ドミ警r隠 ＼ ＼
.ニ ク 『ノ＼ 一}始、き}丶 、'丶 ，

1'ノ/
1、

丶 、、モ 1銚.丶
I

s
7/

「 D  -  r  
軸
、昌       璽 画

6
ン

鴨 ≒

こ丶 ・

ξ
■1

0      1      2             4
 運動対象の完全遮蔽から再始動までの時間(秒)

再始動位 置
一■ト 下右

一●一 上右

rト 中右

一■ 下左

一● 上左

一▲ 中左

…■・・ 下 中

…●・・ 上中

…▲・・ 中中
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52



トンネル効果についての一研究(2) (小松英海)

Table.1. The example of subject's descriptions in Experiment 2-a.

      (a) Osec (b) 1 sec (c) 2 sec (d) 4 sec

    <a)                     Cb)

左 中 右

上 一直線 速さが変わる 右上待機，入 ると

減速 同時に出て くる

ひゅっと軌道修正 入 って停止

カー ブ 二対象同時存在

少 し曲がる 透明

中 ひゅっと軌道修正 2つ めは追われて 2つ めは追われて

入るとき角度変化 いる いる

か くっ と曲が る 滑らかに背面通過 ワー プ

滑らか
一直線 リ レ ー

出て くるのか速 く

なる

下 ワ ー プ ワ ー プ 右下に待機

押し出し 2つ めは追われて 押 し出し

いる すぼやい

入ったと同時に別

の物が叩き出され

る

中で速い

(c)

左 中 右

上 右下に待機 減速 1つ めが右下まで

減速 カー ブ 行 くと2つ めが右
一直線 滑らか 上から出て くる

とぎれる 2つ め すんなり横移動

も中で動いている

加速

中 一生懸命後ろを通 一旦停止 1つ めが右下まで

る 減速 行 くと2つ めが右

もたつ く 一直線 中から出てくる

ち ょっ と待つ やや遅 くなる

入出時に角度変化

すっと曲がる

カー ブ

下 角張った動き 突入点で角度変化 一直線

曲線蛇行 曲線蛇行 若千減速
一直線で下へ ややもたつ く 一旦停止

減速

左 中 右

上 右下に待機 角張った動き 横ヘー直線

減速 カーブ 速い
一直線 滑らか 角張 った動 き

速度変化 進行方向に小さく

カー プ

中 角張った動き とぎれない ひゅっと軌道修正

入るとき角度変化 中で遅い 入った直後に角度

中で大きく曲がる 一直線 変化 し後は一直線

滑 らか 滑らか

曲線的 進行方向左にヵ一

ブ

下 角張った動き ひゅっと軌道修正 中で少し速くなる

滑 らかに下へ 入った直後に角度 加速

変化 し後は一直線 一旦停止

滑らか 一直線

中で小さく曲がる

(d)

左 中 右

上 右下一旦停止 ご飯の消化 角張 った動 き

背面で消失，新 し 入った物が消失， 一生懸命後ろを通

い物が出てくる 間をおいて別の物 る

問がある が出てくる 間が な い 』

真ん中辺 りで出発 間がある
一旦停止

迂回

中 中下待機 右下で出た くても 1つ め も2つ め も

減速 で得 られ ないで 移動距離が長い

カー ブ 待 ってい る 突入後加速

下にすっと曲がる 入 った後，急旋回 入るとき角度変化

間がある 間がある 間がある

出て くる方が速い

下 1つ めが右下まで ご飯の消化 右下一旦停止

行 くと2つ めが左 入 った物が消失， 遅くなる

下から出てくる 間をおいて別の物 遅 くな り， 速 くな

間があ く が出てくる る

中で大きく曲がる 間がある 一直線

やや曲線的 曲がる

角張った動き

速 度の変化， 加速 の印象が強 い。

  1秒 で は， 曲が る とい う軌道変化 の 印象 が顕著 であ る。「上 左」・「中 中」 で は，減速 の印象 が

あ るが，「下右」 では，加速 の印象 があ る。1秒 以上で は， 「一 旦停止」 とい う表現 が見 られ る。

 2秒 で は，減 速 の印象が強 くな る。「上右」・「下左」 へ は，入 った直後 に直線的 に移 動 してい

る よ うに知覚 され てい る。

 4秒 の 「上 中」 と 「下中」 の 「ご飯 の消化 」 とい うの は，静 止対象 の中に入 ってい った運動
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対象が中で変化 し，別の物に変化 したとい うことを表 している。別対象 として知覚 されること

が多いのだが，第1対 象が止まってから，第2対 象が動 き出すまでに間があるよ うに知覚され

ている。 また，第1対 象の 「消失」が知覚 されることもある。減速して知覚されることが多い

のだが，いったん減速 した対象が再び加速するよ うに知覚される場合 もある。

実験 2-b

 目的

 実験2-aに おいて，出現位置が変わ っても同 じ対象 として知覚されやすい遮蔽時間が1秒

であったので，遮蔽時間を1秒 として，運動対象の遮蔽後の出現位置 と出現後の運動方向の変

化が運動対象の遮蔽前後での同一性に及ぼす影響を検証する。

 方法

 提示パターン及び装置

 装置 と提示パターソそのものは実験2-aと 同 じであるが，

実験2-aで 運動対象が再始動 した9ヶ 所の各位置で運動対

象は静止対象の前に出現する。出現位置 の呼称は実験2-a

に従 う。出現後の運動方向を4方 向設定する。そのままの方

向に直進す る場合 と，左右いずれかに直角に曲がる場合 と，

来た方向側に戻 る場合がある。運動対象が右中の位置で手前

に現れた場合の運動の例をFig.5に 示す。実験2-aに おい

て，遮蔽時間が1秒 の場合，出現位置が変わ っても同じ対象

として知覚されやすかったので，遮蔽時間は1秒 とす る。

 手続き

 被験者は5名 である。各被験者につき出現位置9条 件 ×運

動方向4条 件の計36試 行を行 う。被験者の課題は，

る。

 結果

Fig.5. The directions of

   moving pattern

   (when it appears

   at”middle right”).

これまでの他 の実験 と基本的に同 じであ

 Fig.6に 被験者の記述例を運動方向ごとに出現位置別の別対象報告者数を示す。ほ とん ど

の出現位置で，別対象の知覚がなされる。運動方向が異なる場合 はもちろん，そのまま直進す

る場合でも別対象の知覚がなされる。運動方向が異なる場合，別対象に知覚されやすい出現位

置が偏 る傾向があるが，そのまま直進す る場合は，ややぼらつ く傾向がある。

 別対象に特に知覚されやすいのは，手前に出現後の運動対象が，観察者から見て左斜め上方

向に進むときの下側 と右側に出現する場合，左斜め下方向に進むときの 「上中」・「上右」に出

現す る場合，右斜め上方向に進む ときの 「下左」に出現する場合，右斜め下方向に進む ときの

「上左」・「上右」に出現する場合である。
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Fig. fi. The number of subject's reporting thatthe moving object before occlusion

   is different from the moving object after occlusion，

   (a)left upward (b)right upward (c)left dog+mvrard (d) right

   downward

 Tablc 2に 運 動 方向 ご とに出現位置別 に被験者 の記述例 を まとめた。別対 象 と して知 覚 され

る場 合， その場 で新た な対 象が発生 してい る と知 覚 され る こともあるが，別対象 が静.【卜対象 の

手 前に出現す る前 に，静.IE対 象 またはその稠囲 の領 域 の背後 で運動 を していた よ うに知覚 され

る ことが多 い。2つ の対 象が「司時 に知 覚 され てい ることがあ る。

 「キーパ ーが シ ュー トを防 ぐ」， 「何 者 かが投 げ返 す」， 「キ ャ ッチ ボ ール」，「荷 物 の仕分 け」

とい う表現 が見 られ るが，提 示 され てい る運動対象 と静止対 象 とは別 の対 象が知覚 されて いる

とい うことであ る。 この とぎ運 動対象 の同..一性 は保 たれ てい るのだが，運動 対象 の運動 を制御

す る隠れた も う..一つの対象 が知 覚 され てい る。運動対 象の運動 はその隠 れた対象 によって引 き

起 こされて いる。遮 蔽 され た動 作因 による因果知z(Michotte， A.&Throes， G.，1963参 照)

で あ る。
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Table.2. The example of subject's descriptions in Experiment 2-b.

      (a)Ieft upward (b)right upward (c)left downward (d)right downward

           (a)                     (b)

左 中 右

上 同じ時間をともに Uタ ーン 入ると同時にのぼ

する る

止まって飛び出す 飛び出す 飛び出す

黒い四角を通 り抜 黒い四角は穴 間がある

け回転

行 き過 ぎてか ら， 楕円軌道 因果印象

戻 って くる

抜け出る 横に移動するとき

速い

水泳 の リレー 突然飛び出す

隠れている

中 前のものそのまま 出てきてもとに戻 飛び出す

直進 る

つきやぶる 楕円軌道 白い口の地の下に

別の対象

Uタ ー ン Uタ ーン 全体の奥行き印象

変化

急に現れる ち ょっ と 進 ん で 曲がる

ぐっ と戻 る

前のは真ん中で止 リ レ ー

まる

下 交互に出てくる 発生 前が止まって後が

出る

飛び出す Uタ ーγ はねかえる

黒い四角は穴 ス ムーズ 飛び出す 反対方

向へ移動

楕円軌道 突然 何者かが投げ返す

Uタ ーン リ レ ー キ ャ ッチ ボール

隠れて待っている 往復す る

交代

ゆ った りしてい る

左 中 右

上 一度戻 って飛び出 入ると同時に出て 一旦停止

す くる， 突 き抜 け る

わき出る 浮き上 つ きやぶる 飛び出す

がる 飛ぶ

軌道はっきりしな ス リ ッ トを くぐ り カープ

い 抜ける

突然入れ替わる カー ブ やや間がある，関

連ない

変身 飛ぶ

少 しだけ回って曲

がる

出るまで少しもた

つ く

中 突然 交互に出てくる 跳ね返る

飛び出す 飛び出す 飛び出す

隠れて進んできた パゥンド 跳ね返 すれ違 う

る

前が止まってから 飛ぶ 何かが前の方を受

出発 けとめる

軌道はっきりしな 荷物の仕分け

い

交代 曲がる

急に現れる

裏に同時に存在す

る

下 すれ違 う 前の ものそのまま 飛び出す

直進

発生 ス リッ トを くぐ り パ ウン ド

抜ける

前のが真ん中で止 カー ブしてか ら， 曲がる

ま って別 の がふ っ 曲が って 出て くる

と現れる

カー ブ 後ろで少し進む

動き出すまでに少

し待 つ， 前の は真

ん中で止まる

 運動対象が静止対象の手前に出現後左側 に進む場合，特に，左上に進む場合，rUタ ーン」

とい う運動対象の方向の変化が知覚されている。三次元空間での楕円軌道を描いている。

 別対象 と知覚 されている場合に色などの運動対象の属性における変化の記述が伴っていない。

小松(2000)な ど他の実験では，別対象 として知覚される場合，大 きさや色の変化が記述 され

ていた。出現位置 ・運動方向の変化の印象がそ ういった属性の変化に比べて強 く，属性の変化

は目立たなかった。

 静止対象は 「黒い立て板」として知覚されて 「突 き抜け」 られた り，「突 き破」 られた りす
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(c)

左 中 右

上 すれ違 う 前のもの真ん中で 発生
止まる

止まって飛び出す 前の もの一旦停止 すれ違 う

はじき出す 飛び出す 最初のは真ん中で

壁にぶつか り下に

落ちる

回 って曲が る すれ違 う 間がある

前のが少 し過ぎて 全体の白い四角

から動き出す

曲が って 出て くる

中 一旦停止 Uタ ー ン 入ると同時に出て

くる

飛び出す 飛び出す 受 け とめ て， は じ

き飛ばす

黒い立て板を突き 黒い立て板を突き キ ー パ ー が シ ュ ー

抜け，自分で方向 抜け， 自分で方向 トを防ぐ

を変える を変える

少 しだけ回って曲 曲が り角で表に出 前が止まってから

がる る 出発

真ん中で直角に跳 交代

ね返る

下 真ん中で跳ね返 る すれ違 う タ ー ン

飛び出す 飛び出す 飛び出す

下 ヘ カー プ ヵ 一ブ→跳 ね返 る ベ ル トコンベ アー

→緩 いカ ーブ がある，別の軌道

に 出る ときち ょっ

とずれる

曲が って出て くる 曲がる 入れ替わる

真ん中で直角に曲 後ろですれ違 う， リレ ー

が って 出て くる 前のは端まで進む

(d)

左 中 右

上 前のものは真ん中 前のもの一旦停止 飛び出す

まで行 く

自動 ドアを通過 隠れて進んでいた 白い□の地の上に

別対象が表へ出る 別対象隠れている

前のが行 き過ぎて ジグザグ ジグザグ

から出ていく

前のが後ろで少し えいやっと飛び出

進んで止まって別 す

のがふ っと現れる

中 突き破る すれ違 う 飛び出す

ス リッ トを くぐ る 発生 黒い立て板を突 き

抜ける，壊す

ジグザグ 黒い四角は穴 出 る ときにち ょっ

とずれる

前のもの真ん中で 投げ返される 隠れ て いたの が，

止まる 急に飛び出す

上に出るのに間が

ある

そのまま通過

下 同じ時間をともに 同じ時間をともに 少し間がある

する す る

発生 飛び出す 大砲のような筒を

はじき出される

消 える， テ レポー 下へはじき出され 途中飛ぶ

テ ー シ ョン てか ら， 斜 め下に

移動

ジグザグ ジグザグ そのまま

間がある 少 し飛ぶ

る こともあるが，「穴」 や 「ス リッ ト」 として知覚 され てい るこ ともあ る。

全体の考察

 運動対象が静止対象にすべて覆われた直後にその静止対象の手前に運動対象が出現す るとき，

遮蔽前の対象 と遮蔽後の対象が別の対象 として知覚 され ることがあ る(小 松，2000)。 小松

(2000)で は，静止対象と運動対象が同じ大 きさであったが，それはやや特殊 な事態であると

も考 えられるので，この論文では，まず，静止対象の大 きさの違いが運動対象の同一性に対し

てどのように影響するかを検証した。

 静止対象がいずれの大 きさでも，小松(2000)と 同じように，運動対象が静止対象の背後を

通過す る場合は，運動対象の同一性は保たれ，運動対象の中心が静止対象の中心と重なった瞬
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間に運動対象が静止対象の手前に現れる条件では，基本的には同じ対象 として知覚されること

が多いが，別対象 として知覚されることがあった。そして静止対象が運動対象よりも大きい場

合，別対象 として知覚 されるとい う報告が増えた。静止対象が運動対象 と同じ大きさであるよ

りも，静止対象が運動対象よりも大 きい場合の方が，別対象 として知覚されやすいと言xる 。

 静止対象が運動対象 よりも小さい場合，運動対象が静止対象の背後を通過 しても，静止対象

の手前 に現れても，運動対象の全体が遮蔽される瞬間はない。運動中，運動対象の一部が必ず

見xて いる。その場合でも，わずかではあるが，別対象 として知覚されることもあった。完全

に遮蔽 される条件 と同様に，静止対象を通過す るときに運動対象の明るさの変化を伴っている

こと，そして突然運動対象が静止対象の手前に現れること自体が別対象 として知覚されやす く

しているとも考 えられる。

 実験1で は，静止対象がいずれの大きさでも，運動対象の中心が静止対象の中心 と重なる瞬

間に運動対象が静止対象の手前に現れる。運動対象の移動距離は同じだが，静止対象の大 きさ

によって遮蔽時間に差が生 じるが，移動距離 もその大きさに比例 して変化 しているので， この

条件の範囲内では，遮蔽時間の違いが，対象の同一性に影響 しないことが予測 されるが，実際，

遮蔽時間そのものは影響 していない。

 実験1で は，運動対象の中心が静止対象の中心 と重なる瞬間に運動対象が静止対象の手前に

現れたが，静止対象が運動対象よりも大きい場合，静止対象の背後でどのように動 いて， どこ

か ら現れてもいいはずである。また，その後，どの方向に動いていってもいいはずである。

Michotteら(1964)に よれぽ，運動対象が静止対象の左上で隠れて，右下から現れ る場合，

遮蔽中に運動対象の運動軌道が曲がって移動す るように知覚され，その軌道は遮蔽時間によっ

て変わ り，また，対象の同一性も運動の連続性 も保たれる。小松(2000)の ように，運動対象

が静止対象にすべて覆われた直後にその静止対象の手前に運動対象が出現す るとき，遮蔽前の

対象 と遮蔽後の対象が別の対象として知覚されることがある場合，運動方向が変化する条件で

は，Michotteら(1964)と 異な り，別対象 として知覚されることが多 くなると考 えられる。

そ して，実験2-bの 結果，出現後 の運動方向と反対の角に出現 した場合，例えぽ，「上右」

に出現 して(観 察者か ら見て)左 斜め下に進む ような場合，別対象 として知覚 されやすい傾向

がある。そして入 っていく運動対象 と出て くる運動対象の間に因果関係が知覚 された り，また，

それ らとは別の隠れた動作因による因果が知覚されることもある。

 またこの場合でもMichotteら(1964)と 同様に軌道の変化が知覚された。左斜め上に進む

場合，rUタ ーソ」 とい う表現がなされ，三次元空間で楕円軌道を描 くよ うに知覚されている

が， これは小松 ・増田(1998)の 水平往復運動でのステ レオカイネティック現象 と類似してい

る。

 運動方向に変化がな く，観察者から見て右下へ進んでいく場合，出現位置が一定であった条

件よりもこの実験のようにどこから出現す るかわからない方が別対象 として知覚されやすかっ

た。運動方向の変化 と並び，出現位置が一定でないことも，運動対象が静止対象にすべて覆わ

れた直後にその静止対象の手前に運動対象が出現する事態では，遮蔽前の運動対象 と遮蔽後の
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運動対象を別の対象 として知覚されやす くなる。
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